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 まずは、2 年生のおさらいです。みなさんは、

「かけられる数」と「かける数」のちがいが分

かりますか？先にある数が「かけられる数」で、

後にある数が「かける数」でしたね。!(^^)! 

 

 

 

6×□=24 

□の中に入る数をあてましょう。 

九九にじしんがついてくると、すぐわ

かりますね。(*’▽’) 

 

かけられる数が６だから、「６のだん」

から、答えが２４になるものを探せば

いいのです。 

 

 だから、答えは４ですね。(‘ω’)ノ 

 

 

 

 では、□×３=１５のばあいは、どのよう

にかんがえるとよいでしょう。 

 

 このばあい、かけられる数が□になって

いるので、少しやりにくいですね。 

 

 そんなとき、すっきりさせてくれるのが

「交かんのきまり」です。!(^^)! 

かけられる数とかける数をいれかえても、

かけ算の答えは同じだというものです。 

 

 教科書 14 ページにもくわしくあるので

読んでみてくださいね。 

 



  

 だから、□×３=１５を交かんのきまりで「へんしん」させると、 

３×□=１５になります。すると、「かけられる数」が３だと分かります。 

後は、３のだんで、答えが１５になるものを見つけるだけ。(*’ω’*) 

答えは５だと分かります。 

 

 


